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　2020年の東京オリンピック・パラリンピックの招致決定に日本中が沸いたのと同じ9月、台
風18号が襲来、河川の氾濫や土砂崩れなどを引き起こし、栗東市をはじめ各地で尊い人命が
奪われ、道路や河川の損壊、鉄道橋脚の流出による交通寸断、家屋の損壊や浸水など、各地
に大きな爪痕を残し、県民生活や経済活動は大きな打撃を受けました。
　実に41年ぶりという瀬田川洗堰のやむなき全閉による琵琶湖の増水で、甚大な農業被害
も発生しました。被災された皆様に心からお見舞いを申し上げますとともに、安心して暮らせ
る治水政策をさらに要望して参ります。
　しかし、厳しい復興最中にあっても、東京オリンピックや、内々定した平成36年滋賀国体開
催に向けて、地元の子どもたちの頑張りに期待が膨らみます。苦しいときは皆で助け合い、支
え合って、明るい未来に希望を抱きながら、苦難を乗り越えていきたいと思います。

＜土木交通部長の回答＞
　３月15日から18日の間、河川管理用通路の隣接地で作業をするという者
に、門扉の鍵を貸し出しました。次に、作業を請け負っているという者に19
日から鍵を貸しています。その後4月25日に住民から、放射性物質を含んだ
おそれのある木材チップが放置されているとの情報提供を受け、現場確認
と放射線測定を行いました。測定結果は異常値ではないと判断するととも
に、4月30日に最初に鍵を借りた者と連絡がとれ、河川法に抵触する旨を伝
えたところ、「作業は止める」とのことでした。以降、河川法違反の事案とし
て、行為者の確認等を進め、8月2日以降、行為者に対して原状回復の指示
について連絡していますが、今も連絡はとれない状況です。
　9月4日に、関係者から放射性物質の汚染を疑わせる情報を得て、検査に
着手したところですが、9月6日に
知事にこの事案の経緯を報告し、
9月13日には、立ち入り禁止看板
の設置、19日には飛散防止措置
が完了したところです。
　また9月17日に、木材チップの
放射性物質による汚染が確認さ
れたことから、経過ならびに検査
結果を公表したところです。

＜知事の回答＞
　関係機関との連携は大変重要だと思っています。環境省ともやり取りをし
ていますが、移動できない、持って行く場所がない大変厄介なものを持ち
込まれたということで、ともかくできるだけ速やかに土木交通部、琵琶湖環
境部そして警察の力を借り、全力で取り組んでいきたいと考えています。

高島市の鴨川河川敷に放射線物質を含んだ木材チップが無断
で放置されている問題について、何故このような事に至ったの

か不思議でなりませんが、まず事案の経過について説明を求めます。

一刻も早い解決に向け県担当者の責任を問います。

もう少しスピード感を持って対応できなかったのか、県として
反省すべきところがあると思います。関係機関との連絡調整・

対策が必要と思いますが知事の考えを伺います。

＜知事の回答＞
　故意にということではありません。意見をそのまま分類し、記者の質問に
答えたもので、制度の趣旨を逸脱したものだとは考えていません。

＜知事の回答＞
　改めて県民政策コメントを行う必要はないと考えていますが、被災現場
の声や写真情報の収集など、水防活動に当たられた方々のご意見を聞くと
いうことで、今回の台風18号による経験を大いに活かしたいと思います。条
例においても運用上細部で反映することはたくさんあると考えています。

この制度は、県民の皆さんの意見や情報の提出を受けて、県が
政策案を最終決定するもので、賛成が多いので推進したり、反

対が多いので取りやめたりするということではありません。
　「嘉田知事は、県が実施した県流域治水条例に対する県民政策コメ
ントにおいて、賛成（9件）と反対（2件）の内訳を公表し「この結果を県
議会も理解してほしい」と成立に意欲を示した」という新聞報道が去る
8月に掲載されました。
　これは本制度の趣旨を正しく理解している知事の発言とは思えま
せん。知事は制度を歪曲して、いかにも県民が賛成している様に故意
に伝えたかったのではないですか？ 知事の考えを伺います。

「県民政策コメント制度」を正しく認識して頂きたい。

治水推進の条例には台風被害の経験を活かすべきです。

　9月16日の台風18号は県内に大きな被害をもたらし、県民の
方々もこれまで以上に「治水」に対して思いを強くされたと思い

ます。しかし、流域治水の推進に関する条例については9月の18日に
本会議に、台風被害前の内容で提案され、本当に「備えるための対
策」として機能するのか心配でなりません。今回の台風災害を経験し
た後、新たな意見や情報が出る可能性もあり、この条例に対して災害
後の県民意見を求めるべきだと考えますがいかがでしょうか？

知事は「県民政策コメント」制度を「世論調査」と誤認していると
しか考えられません。「県民の皆さんから」の意見や情報を反映

する制度だということを理解されていないように思います。

高島市における放射線物質を含んだ木材チップ放置事案について 県民政策コメントと滋賀県流域治水の推進に関する条例案について

明るい未来への希望を胸に！！明るい未来への希望を胸に！！

▲9月28日（土）現地視察より
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　この度、第21回危険業務従事者叙勲において草津市より4名の
方々と、市政功労者として12名の方々が表彰されますのでご紹介い
たします。顕著な功績をあげられ、多年にわたって草津市の発展・地域
住民の安全と安心のためにご尽力いただいたことに深甚なる敬意と
感謝を申し上げます。

9月定例議会より

　浸水危険区域に指定される見込みの地域住民団体からは、直接関係のあ
る地元と協議せずに条例に踏み込み、建築規制や罰則を織り込むことへの強
い抗議の声があがっています。また台風18号の豪雨災害に直面して、さらな
る河川整備の充実を求める各自治体の声も強く、3mの想定浸水深(200年
に一度の洪水)地域への建築規制や増改築に対して嵩上げや避難所建設へ
の補助、さらに違反に対して罰則を設ける本条例案について、今議会は継続
審議となりました。

県では平成36年の滋賀国体開催に向け候補地の選定が進められています。総
合文化・スポーツゾーンの構築は滋賀県の発展に大きく貢献すると考え、既に公
園施設や大学、美術館などがあり、多くの市民が利用している「びわこ文化公園
（文化ゾーン）」での開催を大津市とともに要望しています。

　9月に発生した台風18号では、数十年に一度という大雨に見舞
われ、施行後初めてという特別警報も発令され各地に甚大な被害
がもたらされました。草津市の被害は比較的少ない方でしたが、河
川整備も進んでいる中でのことで、住民の不安はとても大きくなっ
ています。草津市から県に対しては河川計画の見直しを含めた河
川整備の促進が要望されていますが、草津市民として、県議会議員
として要望に応えるべく最善の努力をしたいと思います。

　この度の台風18号によ
り、被害を受けた中小企業
者の資金繰り支援を行うた
め、セーフティネット資金の
融資対象を拡大することと
なりました。

緊急追加補正が10月2日深夜
に可決し、復旧に向けて直ちに
執行されました。

一般会計補正額 71億7349万円

特別会計流域下水道事 6億5459万円

［内訳］ 国庫支出金
繰入金(財調)
県　　　　債

35億2574万円
4億9075万円
31億5700万円
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滋賀県流域治水の推進に関する条例案

台風18号被災中小企業者資金繰り支援

台風18号災害関連復興予算

▲狼川① ▲狼川②

▲岡本町

融資対象者
資金使途
融資限度額
融資利率

借入申込先
　

台風18号による物的災害発生者
設備資金・運転資金
8,000万円
年1.1%
中小企業者・各商工会議所、商工会
協同組合等・中小企業団体中央会

詳しくは申込先の各団体にお問い合せください。

▲馬場町

草津市から受章が決まった方々

第21回 危険業務従事者叙勲

平成25年度 草津市市政功労者表彰

自 治 功 労
町内会長として

加藤 照英さん
長谷    修さん
藤澤    巖さん
綿越    晃さん

消防団員として

岡田 哉宏さん
白瀧    明さん
廣瀬 義治さん
横江 敏和さん

社 会 功 労
人権擁護委員として

奥村 健一さん
社会福祉の向上に寄与

後藤 みつさん
体育の振興に寄与

見附 芳嗣さん
国際交流の推進に寄与

山本 敏夫さん

瑞宝双光章

瑞宝単光章

警 察 功 労

消 防 功 労

警 察 功 労

消 防 功 労 中村 利博さん

岩崎 武彦さん
高橋 正孝さん
日野 安春さん

１１月３日の表彰式には私も出
席させていただき、これまでの
ご功労に心から敬意と感謝の
意を表したいと思います。

いつどこで起こるかわか
らない災害には、支え合
い・助け合いの精神を忘
れない絆の強い地域作
りが大切です。

奥村よしまさ県政報告会を開催します
2014年 1月26日（日）

クサツエストピアホテルにて（ゲスト多数）
17：00～

詳しくは
後日ご案内いたします。

草津市内河川の被害の様子
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